
風薫る５月！風薫る５月！

新緑の美しいさわやかな季節になりました。
ゴールデンウィークはいかがだったでしょうか。田植えに忙しかったご家庭もあるやに伺っており

ます。学校の周りも，すっかり田んぼに水が入って，かえるの大合唱が聞こえてくることがあります。
５月２日は立春から数えて八十八夜。 「夏も近づく八十八夜～」という歌もあるように，暖かく

なってきます。最近は品種改良などが進み，昔ほど種まきに気を遣うこともなくなったようですが，
かつては八十八夜は種まきの大事な目安となっていたようです。「八十八」という字を組み合わせる
と「米」という字になることから，農業に従事する人にとっては特別重要な日とされてきたそうです。
今でも，農耕開始の到来を祝って神事が行われるところがあるとのこと。
そして，５月６日は「立夏」。暦の上ではもう夏です。
季節が夏へと進む中，汗をかきながら，子どもたちは運動会の練習に励んでいます。６年生の荻沼

航世さんは詩の中に，「親がいっぱい来る。緊張するけど最後の運動会だ。優勝して終わろう。」と
書いていました。１年生も「みとちゃんダンス」をはじめ，様々な新競技にチャレンジです。今年の
スローガンは，４年生の髙 にこさんが提案した，「走れ 跳べ チャンスをこの手に つかみとれ」
です。応援団長は，白組 松浦樹音さん，赤組 立原遼乃さんです。特に６年生にとっては最後の運
動会。荻沼さんの詩のように優勝めざし正々堂々，悔いのない精一杯の戦いをし，よい思い出をつく
ってほしいと願っています。おじいちゃん，おばあちゃんもご家族みんなで，応援にいらしてくださ
い。みんなで楽しめる運動会にできたらと願っています。
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春の水山なき国を流れけり
与謝蕪村

目に青葉山ほととぎす初がつを
山口素堂

１・２年生，「もっ
と meet みとちゃん」
のみとちゃんダンスで
大盛り上がり！！

奉仕作業へのご協力ありがとうございました。

たくさんの保護者の皆様にご協力いただき，運動場
がきれいになりました。子どもたちもがんばりました。
おかげさまで，気持ちのよい運動場で運動会が出来ま
す。ずらっと並ぶ軽トラの台数，十数台の刈払機が勢
いよく回る音にもびっくりでした。



自分の思いや考えを表現する機会を増やそう！
下大野小学校では，今年度の目標として「自分の思いや考えを表現する機会を増やす」ことを掲げ，

日々の教育活動を進めています。それは，豊かな内面や感性をもった下大野の子どもたちですが，自
分の考えを発表する場になるとシャイになったり，なかなか自分を出せなかったりするもったいなさ
があるということが，先生たちの話題に出ました。そこで授業を含め学校行事など様々な場で，文章
でも，絵でも，音楽でも，もちろん発言でも豊かに表現する機会をたくさん用意しよう･･･と話合い
ました。思ったことや考えたことが，すうっと表現できたら，人とのかかわりがもっと楽しく自由に
なれそうです。生活もさらに楽しくなると思います。ちなみに，月に１回はクロッキータイムを設け，
ものをよく観察し，描くということも行っています。その他表現作品については，下大野小学校のホ
ームページのブログでも紹介しましたが，何点かここに掲載したいと思います。（優れた作品がたく
さんありましたが，紙面の関係で１部紹介になることをお許しください。）

１年 海老沢 瑠波

「おおわだ はるとさん
のかお」

まだ１年生ですが，髪の毛のギザ

ギザ，耳の付き方，鼻や唇，そし

て頭より広い肩幅など，真剣に観

察して描いたのがわかります。

２年 髙橋 拓未

たんぽぽの花がさいていまし
た。げんきにさいていました。
みつばがさいていました。いい
ことがおきるかなとおもいまし
た。チューリップがさいていま
した。すごくきれいでした。

運動場にはたんぽぽやクローバー（し

ろつめくさ）がいっぱい。季節を肌で

感じて素敵な文章で表現しています。

３年 久野 陸人

「自分の顔」

頭の髪の毛が実にリアル。耳の付き

方はさすが３年生。耳の穴までよく

見ています。くちびるのかたちや顔

の輪郭も，しっかりとらえました。

学校を案内するね！（１・２年）

５月１日，学校では，１・２年生による「学
校案内（なかよしになろう会）」が行われまし
た。２年生の大高美咲さんが考えた校長室を
表すシンボルマークは，三体の「春日様・香
取様・鹿島様」でした。２年生は１年生の良
きお手本になろうとし，一生懸命学校のこと
を説明していました。

校長室はみ

ろく様の部

屋？

あいさつ運動，がんばっています。
５月 11日（月）～ 15日（金）まで，６年生
の吉川大輝さんが班長の６区 A 班が正門前で
あいさつ運動を展開しています。担当の千葉
先生の指導のもと，大きな声で「おはようご
ざいます」が言えない班はあいさつ関所を通
過できないことになり，日ごとにみんな元気
な声が出るようになり
ました。人と人をつな
ぐあいさつの大切さを
指導していきたいと思
います。




